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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

二
〇
一
九
年
十
二
月
に
中
国
で
発
症
し
て
、
日
本
で
三
年
あ
ま
り
猛
威
を
ふ
る
っ
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
昨
年
五
月
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
同
じ
感
染
症
法
上
の

第
五
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
ど
も
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
警
戒
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
、
九
月
に
東
京
の
会
議
に
出
席
し
帰
宅
し
て
二
日
後
に
三
十
九
度
の
発
熱
、
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
電
車
の
中
、
会
議
中
マ
ス
ク
を
着
用
し
気
を
つ
け
て
い

ま
し
た
が
発
症
で
す
。
過
去
六
回
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
幸
い
に
し
て
三

日
ほ
ど
で
回
復
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
史
上
最
も
暑
い
夏
と
い
わ
れ
、
東
京
都
心
で
は
三
十
五
度
以
上
の
猛
暑
日
が
八

日
つ
づ
き
ま
し
た
。
十
月
に
も
真
夏
日
が
つ
づ
き
、
秋
が
足
早
に
去
り
、
十
一
月
に
入
る
と

突
然
冬
が
訪
れ
ま
し
た
。
異
常
な
気
候
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
球
の
温
暖
化
が
大
き
な
原
因

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
良
い
、
出
来
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
然
と
共
生
す
る
中
で
し
か
生
き
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

県
職
員
を
退
職
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
年
金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
時
代
に
な
り
ま
し

た
が
、
高
齢
者
の
生
活
の
糧
は
年
金
で
す
。
年
金
は
、
過
去
の
抜
本
改
革
議
論
に
決
着
を
つ

け
て
、
ほ
ぼ
安
定
性
と
信
頼
性
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、
財
源
の
検
証
、
来

年
に
法
案
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
・
介
護
保
険
つ
い
て
は
、
給
付
時
の
「
応

能
の
負
担
」
増
が
政
府
関
係
機
関
か
ら
提
起
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
二
割
負
担
を
導
入
し
て
、
一
昨
年
十
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
む
け
て
、
全
国
の
退
職
者
の
方
た
ち
、
現
職
の
人
た
ち
と
共
に

国
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
の
退
職
者
会
が
発
足
し
て
、
今
年
で
四
十
四
年
に
な
り
ま
す
。
結
成
当
時
六
〇
〇
人

余
り
で
あ
っ
た
会
員
が
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
二
十
一
年
に
は
、
三
、〇
二
〇
人
で
、
昨
年
末
で
二
、

二
九
〇
人
で
こ
の
間
七
三
〇
人
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
現
職
の
定
年
が
今
年
か
ら
延
長
さ
れ
、

隔
年
で
一
歳
延
長
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
定
年
退
職
者
が
出
ま
せ
ん
。
会
員
の
減
少
に
益
々
拍
車

が
か
か
り
ま
す
。
少
し
で
も
会
員
の
減
少
を
食
い
止
め
る
よ
う
に
努
力
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
会
と
し
て
の
活
動
を
魅
力
の
在
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
方
か
ら
の
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
五
月
二
十
二
日
（
木
）
に
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
総
会
後
に
は
、
懇
親
会

を
開
催
し
て
お
互
い
の
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人  

和
歌
山
県
職
員
退
職
者
会

会　

長　

福
本
　
俊
次

画題「弁天島の初日の出」 撮影：東牟婁支部　久保田　清之 氏
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和歌山県知事

　　　　岸  本  周  平

謹んで、一般社団法人和歌山県
職員退職者会の皆様に新春のお慶
びを申し上げます。

昨年一年を振り返ってみますと、
日本列島が度重なる災害に見舞わ

れた大変な年でありました。本県も６月に線状降水帯
による大雨で甚大な被害を受けました。自然の猛威を
目の当たりにしたことで、更に強力な備えが必要であ
ると痛感し、再びこのような被害が起こらないよう、
全力を尽くしているところです。

一方で、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づ
けが制限の厳しい２類からインフルエンザと同じ５類
となり、基本的な感染症対策は個人や事業者の判断に
委ねられるなど、３年余りにわたる感染症対策が大き
く転換しました。

基本的な感染防止対策、高齢者や基礎疾患のある方
など重症化リスクの高い方々への気配りは引き続き必
要ですが、いろいろなイベントや会合も開かれる機会
が増え、また、観光面においては国内の旅行者のみな
らず、インバウンドの観光客も戻ってきました。

このような中、本県の魅力を最大限に伝えるため新
しいキャッチフレーズ「聖地リゾート！和歌山」を作
成しました。本県は、古くから神々がいる聖地だけで
なく、文化、歴史、温泉、食などの様々な聖地を生み
出しました。併せて人々を寛容に迎え入れ、訪れた人々
の心や体をいやしてくれるリゾートとして親しまれて
います。今年は「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺
産に登録されて 20 周年と節目の年になります。新た
なキャッチフレーズの下、国内外から大勢のお客様に
お越しいただけるよう取組を進めてまいります。

また、本県は 2030 年までの温室効果ガスの排出量
削減目標を現行の 2013 年度比 30％から 46％に引
き上げることを決めました。再生可能エネルギーの利
用など脱炭素の先進県になるため挑戦を続けます。

さらに、昨年２月に発出した「財政危機警報」を踏
まえ、財政の健全性を確保する取組を行いつつ、性別
を問わず、子供から高齢者まで全ての人が希望を持っ
て生き生きと暮らせるウェルビーイングな和歌山県の
実現を図ってまいります。

この一年が、皆様にとって幸ある年となりますこと
をお祈り申し上げ、年頭の御挨拶といたします。

あけましておめでとうございます。
退職者会会員の皆様には、健や

かに新春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。

また、平素は県職労の運動に対
し、県職労本部・各支部ともに、格別の御理解と御協
力を賜っており、厚く御礼申し上げます。

新型コロナウイルス感染症は、昨年５月に２類感染
症から５類感染症へと移行し、日常生活が大きく回復
した１年でありました。私たちの運動においても、従
前の形に戻して活動していますが、コロナ禍で培った
ウェブ等も活用しつつ、その利便性と参加しやすいと
言ったメリットを活かして、運動を展開して参りたい
と思います。

今年の春闘はまもなく開始されますが、物価高に追
いつく賃金の引き上げが必要であります。昨年は約
30 年ぶりの大幅な賃上げを確保しましたが、物価高
が続き、実質賃金が上がっていない状況にあります。
経済も賃金も物価も安定的に上昇する社会へとステー
ジ変換をはかる正念場であり、持続的な賃上げがカギ
となります。そのため、連合は、ベースアップ３％以上、
定期昇給を含めて５％以上の賃上げを目標に取り組む
こととしています。

また、公務員については、昨年４月より定年引き上
げが開始されました。これにより今年４月より定年引
上げ者の勤務が始まります。65 歳まで安心して働く
ことができる働き方と、職場環境の構築を目指して参
ります。

県職労は、組合員の賃金・労働条件の向上及び働き
がいのある職場づくりに取り組むとともに、退職者会
の皆様と一緒に、「現・退一致の運動」として年金、医療、
介護などの社会保障制度や自主福祉活動の充実に向け
て、自治労、連合に結集して取り組んで参りますので、
御指導、御鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

結びに、今年１年が幸多き年となりますよう、また
和歌山県職員退職者会が益々発展され、併せて会員皆
様の御健勝、御多幸を祈念申し上げ、新年の挨拶とさ
せていただきます。

今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

和歌山県職員労働組合

執行委員長　加  藤  康  夫
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＜通常総会＞

〇　第 45 回通常総会の開催

令和６年５月 22 日（水）開催予定です。

詳しくは令和６年４月号の会報〔次号〕で案内し

ます。

多くの皆さんの参加をお願いします。総会後に開

催を予定しています懇親会で、県職時代の仲間の皆

さんと「懐かしい」「楽しい」ひとときをお過ごし

下さい。

  ＜理事会＞

〇　第 112 回理事会	 ３月中旬

〇　第 113 回理事会	 ６月下旬

  ＜会報の発行＞

 〇　第 188 号	 １月１日

　確定申告の説明会の案内など

〇　第 189 号	 ４月 10 日

　通常総会の案内など

〇　第 190 号	 ８月１日

　通常総会・支部総会の報告

　会員の近況報告

　パークゴルフ大会の案内	 （10 月初旬予定）

　退職者連合近畿主催　ハイキングの案内など

  	  （10 月中旬・滋賀県）

　和歌山退職者連合主催　グランドゴルフ大会の案

　　内など	 （11 月中旬）

毎号、会員の方々の「会員さんの声」｢文芸欄」を

設け、会員の皆さんの投稿をお待ちしています。

事務局　電話・ファックス　073−428−2090

  ＜会員名簿の発行＞

５年に一度新しい会員名簿を発行しています。

本年は、８月に追録の発行予定です。

＜確定申告の説明会＞

〇　毎年和歌山税務署にお願いして、確定申告の説

明会を開催しています。今年も次のように開催し

ます。

開催日時　令和６年１月 25 日（木）

　　　　　午後１時 30 分から

場　　所　和歌山市西汀丁 61「書道資料館」

 

 ＜旅行等レクレーション事業＞

〇　パークゴルフ大会

６月に開催する理事会において決定します。

詳細については、会報８月号で詳細を案内します。

〇　囲碁・将棋大会

和歌山退職者連合が主催する囲碁・将棋大会が今

年は下記のとおり開催されます。

開催日　　令和６年２月 16 日  ( 金）

場　所　　和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ）

〇　ハイキング

退職者連合近畿ブロックが主催するハイキングは

昨年は高野山で開催しました。

本年は、滋賀県で開催予定です。

実施日、場所等は未定です。

 詳細については、会報８月号でお知らせします。

〇　グランドゴルフ大会

和歌山退職者連合では、今年もグランドゴルフ大

会の開催が予定されています。	 11 月中旬予定

詳細については，会報８月号でお知せします。

＜各支部での事業＞

５月に開催する本会の通常総会までに、各支部に

おいて、総会を開催します。是非支部の総会にも参

加してください。

また、支部独自でいろいろな事業を計画していま

す。これらの事業にも積極的な参加をお願いします。

令和６年　退職者会の１年
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コロナも今春、感染症法の５類になり、ようやく有
田支部でも退職者会員の親睦を図るためのメイン事業
の日帰り親睦旅行を実施できるようになりました。

有田支部では当旅行の下案を毎回有田鉄道株式会
社観光営業部にお願いしており、それを基に役員会で
決定した行先はサントリービール京都工場見学と京都
市・リーガロイヤルホテル中国料理「皇家龍鳳」での
昼食、門真市・パナソニックミュージアムの見学です。

当初、有鉄観光からの見積書には参加人数 25 名で
計算されており、前回の旅行では参加者が 14 名で前
回以上の参加者の確保がプレッシャーとなってきます。
経験豊富な支部長と相談し、ひとりでも多くの会員の
皆様に旅行案内をみてもらえるような工夫（今回は省
略）するなどし、その結果、会員 151 名のうち旅行
の出欠ハガキの回答頂いた数、120 枚で回答率約 80
パーセント、参加者は最終 25 名となりました。入会
後日の浅い会員の方はまだ働いている方など参加が難
しいようで、若い方々の参加が課題として残ります。

旅行は９月 28 日（木）午前７時有鉄本社前を出発、
各乗車場所で会員を乗せて約２時間後、長岡京市にあ
るサントリービール京都工場に到
着です。門を過ぎると 20 メートル
もある大きなビールを発酵させる
タンクが整然と林立する姿が圧巻
です。受付を済ますと自分の孫ほど
のお嬢さんの笑顔と丁寧な接遇で
工場内を案内していただき、最後は
天然水仕込みのサントリープレミ
アムモルツの試飲や３種類のビー
ルの飲み比べもでき皆大満足の様
子でした。

帰りのバスの中で今回初めてこ
の工場に来た人を訪ねると 10 名
おられました。また以前来たことの
ある人の中でも６名の人が来てよ

有田支部の日帰り親睦旅行
有田支部　坪　井　康　司

私は朝散歩に出かけるとき、自宅から湯浅町の伝統
的建造物群保存地区内の鍛冶町通りから濱口梧稜さん
の広村堤防にかけてよく歩きます。

伝統を紡ぐ家（旧栖原家）

かったといってくれました。
続いて中国料理「皇家龍鳳」での昼食です。25 名

が丁度入れる落ち着いた個室へ案内され、広東料理の
コースで星山支部長の乾杯の音頭のあと、おいしい料
理とお酒等で和やかに親睦を深められました。

最後は和歌山出身の松下幸之助を偲んで門真市の
パナソニックミュージアムの見学をしてきました。松
下幸之助氏の 94 年の人生をパネルや映像で見られ
る松下幸之助歴史館とパナソニックの、ものづくりの
DNA を探る場所　ものづくりイズム館が併設されて
おり　予定時間いっぱい松下翁とふれあえたと思いま
す。松下幸之助歴史館の滞在時間が多かったかな？

パナソニックミュージアムの見学のあと帰路につ
き、来年の親睦会での再会を挨拶代わりにかわしなが
ら午後６時 30 分に有田鉄道本社前に帰りつきました。

令和４年頃から、鍛冶町通りのある一軒の古い家の
修理が気にかかる様になってきました。そして秋には
取り囲んでいた白いシートが取り払われ、白い漆喰も
きれいな古風な家がよみがえり、さっそく屋敷の中を
見学させてもらったのでした。

それは旧栖原家でフジイチと屋号のついた醬油醸造

支 部 だ よ り支 部 だ よ り
有 田 支 部
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の屋敷でした。
今回はこの旧栖原家（フジイチ）を会員の皆様に紹

介したいと思います。
湯浅は江戸時代には醤油の一大産地として賑わい、

紀州藩でも有数の商工業都市でありました。江戸時代
後期には、町内に 38 名もの醬油醸造家がいたらしい
ですが、明治に入り湯浅の醤油醸造業は徐々に衰退し
て（旧栖原家もしかり）しまいますが、現在も老舗の
醸造家たちが伝統を引き継いで頑張っています。

旧栖原家はかつて「フジイチ」という屋号で醬油醸
造を営んでいました。明治７年に湯浅屈指の醸造家、
山形屋久保瀬七によりこの旧栖原家住宅は建てられま
した。

主屋と主屋の背面には、麹室や仕込蔵などが建ち並
び、瓶（樽）詰め作業を行うツバメと呼ばれる空間が
主屋の中に取り込まれるなど、作業効率に配慮された
建物だったようです。

明治 39 年に、初代栖原秋松が久保家よりフジイチ
をそのまま譲り受け、以降廃業する昭和 57 年まで、
醬油醸造がいとなまれてきました。二代目の栖原秋松
は、湯浅醤油組合理事長を務める等、
醸造家として、また、地域の名士とし
て活躍したようです。

廃業後、平成４年には、醤油屋の象
徴でもあったレンガの煙突の老朽化に
より、蔵や作業場などの建物は除却さ
れましたが、当時の写真や使用してい
た用具などから、往時の醤油醸造の様
子がよくわかること、残された主屋は
湯浅伝建地区の伝統的な建造物の特徴
をよく伝える建物であることから、湯
浅における醤油醸造の歴史を学ぶこと
ができる施設として整備され、公開さ
れていますので、会員の皆様にも是非
見て頂きたいと思います。

なお、旧栖原家の整備は平成 29 年

から始まり足掛け６年をかけて整備したもので、総事
業費２億８千４百万円です。

国の地方創生推進交付金や県の伝建地区補助金、観
光拠点整備事業、過疎債などを活用し町の一般財源の
使用を３百万円に抑えながら事業を成し遂げたという
ことで湯浅町役場の関係担当者の方々に敬意を表した
いと思います。

今年の和歌山支部ハイキング開催は、退職者連合近
畿ブロック 2023 年ハイキングに乗っかり、秋の紅葉
の中ハイキングに参加してきました。

退職者連合近畿ブロック協議会は、毎年各府県持ち
回りで開催しており、今回和歌山県が当番県でもあり、
近畿２府４県から約 870 名の参加者がありました。

退職者連合近畿ブロック 2023 年ハイキング
に参加「高野山麓世界遺産をめぐる」

和歌山支部　西　井　正　敏

和 歌 山 支 部
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今年度２回目のゴルフコンペを令和５年 10 月 27
日（金）に日高郡印南町のいなみカントリークラブフ
ジで行いました。参加者は 23 名です。

暑い日が長く続きようやく 10 月に入り朝夕は涼し
くなり、当日は昼の温度が 22 ～ 23 度と絶好の「ゴ
ルフ日和」となりました。

毎回参加をしている最高齢（87 歳）の東保治さん
は都合により欠席となりましたが、80 歳代数名をは
じめ皆さん「元気」で「楽しく」をモットーにプレー
しています。

　成績は以下のとおりです。（ペリア方式）
順　位　　　氏　名　　グロス　  ネット
優　勝   　谷口　正史　　88       64.0
２　位   　山本　康之　　95       66.2
３　位   　真砂　修次　　96       67.2
４　位   　井谷　享史　 102       68.4
５　位   　萩原　伸志　　99       70.2
ベストグロス　82  ・山本　康夫

今年度１回目のゴルフコンペを５月 26 日（金）に
開催しました。会場は「いなみカントリークラブ　フジ」
です。当日は天気予報で翌週（５／ 28 ～）以降大型
台風が近づくかもしれないとの影響で雨が心配されま
したが、スタート時には晴れ間が見えるまさに「ゴル
フ日和」です。

今回は 80 歳代の先輩方６名の内、３名の方が欠席
となりやや残念ですが皆さん元気に楽しくラウンド出
来ました。健康に感謝です !!

　成績は以下のとおりです。（ペリア方式）
順　位　　　氏　名　　グロス　  ネット
優　勝   　山本　貢平　 100       66.4
２　位   　三栖　淑宏　　96       67.2
３　位   　吉田　　太　　93       69.0
４　位   　山本　康夫　　79       69.4
５　位   　庄司　充生　　95       71.0

ベストグロス  79  ・山本　康夫

【第１回  ゴルフコンペ開催】

西牟婁支部　庄　司　充　生

【第２回  ゴルフコンペ開催】

10 月 19 日、バスは JR 和歌山駅を９時に出発。和
歌山県職員退職者会は和歌山支部、有田支部、那賀支
部の参加者が同乗し、計 36 名で途中休憩を挟み高野
山へ。

また、別便の直行組には、伊都支部 17 名、西牟婁
支部 26 名の参加があり、県職退職者会として総勢
79 名の参加となりました。

一行はハイキング出発式会場（高野山大学松下講堂
黎明館）で式典に出席。

式典では和歌山県退職者連合
会長が開会挨拶、退職者連合近
畿ブロック代表幹事が主催者代
表挨拶、来賓には連合和歌山会
長、和歌山県副知事、高野町長、
近畿労金和歌山地区本部長、こ
くみん共済 coop（全労済）和
歌山推進本部長の挨拶がありま
した。

また、80 歳以上の参加者紹
介と最年長参加者表彰等や記念
品贈呈があり、和歌山支部の雨
積康雄様（88 歳）が受賞され
ました。主催者から参加者全員
に胡麻豆腐のお土産もありまし
た。

閉会後、講堂の内外で昼食を

すませ、個人個人それぞれ「弘法大師空海が開創した
寺院」をめぐってハイキングに出発、皆さん高野槙や
お饅頭のお土産を片手に金剛峯寺前の駐車場に無事戻
り集合写真、帰り道中に九度山道の駅に立ち寄り、秋
の旬であります柿・みかんを買い求めていました。秋
晴れで爽やかな風の中、楽しいハイキングとなりまし
た。

西 牟 婁 支 部
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昨年に引き続き、野上ふれあい公園パークゴルフ場
において 38 名の各支部代表選手の出場により開催す
ることができました。

10 月５日木曜日、秋晴れの晴天に恵まれ開催され
ました。昨年と同様に南６組北５組の 11 組が元気よ
く 12 時 30 分スタートできました。

優勝は伊都支部　清水久司さんが 14 アンダー 52
で２連覇達成され､ 準優勝は那賀支部　岡山博治さん
となり４打差の 56 で２年連続となりました。三位に

は伊都支部の冨加見惇行さんが入賞されました。ブー
ビー賞には日高支部の森本修司さん、ブービーメー
カー賞は和歌山支部の上野久代さんが獲得されまし
た。

また今年も、ホールインワンを出した方が２名出て
おります。三位に入賞した冨加見さんと有田支部の栩
野裕明さんでした。

表彰式は福本会長の挨拶で始まり 15 時前には無事
終了し、参加者各自帰途につきました。

（伊）冨加見さん　　（有）栩野さん（那）岡山さん（伊）清水さん（伊）冨加見さん

 第５回パークゴルフ大会開催
（7）
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今年は、「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産
に登録され二十周年を迎えます。県内では、豊かな
自然、歴史、文化が体感できる各種のイベントが計
画され、再び脚光を浴びようとしています。

３年前から昨年の４月まで、本会報において「熊
野古道紀伊路」について連載しましたが、その続編
として、藤原定家の記

し る

した「熊野御幸記」の行間か
ら「熊野古道紀伊路」を辿って行きたいと思います
ので、会員の皆様は、これを契機に熊野古道歩きに
チャレンジしてみたらいかがですか。

「熊野御幸記」とは、熊野詣を28回行ったとさ
れる後鳥羽上皇の４回目に随行した歌人・藤原定家
が、その時の感動を「明月記」の中に記している旅
日記です。

鎌倉時代の初め、建仁元年（1201年）10月５日
（旧暦）、京都の城南宮を船で出発した一行は、淀
川を下り、大阪の八軒家（現：天満橋付近）に上陸
し、和歌山県の西部を南下し、田辺市から中辺路を
通り熊野三山を目指しました。

当時の御幸は、徒歩や馬、輿
こ し

などを使い、京都か
ら熊野三山巡りの往復が約25日といわれ、案外速い
行程でしたが、今回の旅で定家は出発して23日で京
都の自宅に帰っています。

定家のこの旅での役割は、先駆けをして、行く
先々での儀式・食事・宿舎の手配をするなど多忙を
きわめていました。

藤原定家といえば、名前を知らない人は無いくら
い有名な歌人ですが、この時、既に40歳なのに身分
はそれほど高くなく、苦労を重ねながらの旅であっ
たようです。

以下、定家の記した熊野御幸記の現代語訳を　　　　　　の中に記入し、その下に解説を交えて記述
しましたので気軽にお読みください。

①信
し ん

達
だ ち

一
い ち

之
の

瀬
せ

王
お う

子
じ

～塔
と う

下
げ

王
お う

子
じ

この日は早朝、大阪府泉南市信達を出発し、和歌山県に入り紀ノ川を渡り、昼食を摂り吐
は ん

前
ざ き

王
お う

子
じ

に
参ったあと一行と別れ、熊野古道から逸

そ

れて後鳥羽上皇の代理として、和歌山市の日前宮に参り神馬二

熊野御幸記（国宝・三井記念美術館所蔵）
建仁元年十月八日、一日分の定家直筆の日記です

和歌山県観光振興課発行「和歌山県街道マップ」より

「熊
く ま

野
の

御
ご

幸
こ う

記
き

」から熊野古道 紀伊路を辿
た ど

る
海草支部　向　井　元　治

「八日　天気晴れ」
「明け方に出発して、信

し ん

達
だ ち

一
い ち

之
の

瀬
せ

王
お う

子
じ

に参る。・・・・日
に ち

前
ぜ ん

宮
ぐ う

の御奉
ほ う

幣
へ い

である。・・・・神馬２疋
ひ き

を引かさせ、御
ぬ

幣
さ

を持って、日前宮に参る。社殿の前は甚だ厳重であるが、浄
じょう

衣
え

折
お り

烏
え

帽
ぼ

子
し

は甚だ平
凡である。・・・石畳の上に座す（薦

こ も

二枚敷いて）・・・御使は御幣を取って拝舞する。と云われ、
定家は仕方なく拝舞して、奉弊の儀が終わって退出した」

（8）



一般社団法人 和歌山県職員退職者会第１８８号 令和６年１月１日

頭を奉納しました。
社殿は荘厳だが、社

し ゃ

司
し

は軽々しい衣装を着ており、薦
こ も

を敷いた冷
たい石畳の上に座らされ、御幣を持って拝舞させられたことになど
に腹を立て、儀式が終わると、ほっとした思いだったのでしょう。

日前宮の御神体の鏡は、伊勢神宮の鏡より先に鋳造されたと伝わ
り、準皇祖神して扱われ、熊野御幸では、日前宮に御

ご

弊
へ い

使
し

をたてる
のが上皇のならわしだったようである。

日前宮を出て後鳥羽上皇の一行と合流するため先を急いだ定家が、満願寺（和歌山市寺内・現在は焼
失）の前を通ると、僧侶に呼び止められ、日前宮の御

ご

弊
へ い

使
し

は必ずこの寺に立ち寄り、供物をしていくも
のだと、寺に連れ込まれました。しかたなく定家が、御布施を包んで差し出すと、これでは少ないと言
われ、何をぬかすかといって飛び出しました。定家はよほど不愉快であったと思われますが、御布施が
少ないと言われるとは滑

こ っ

稽
け い

な話ですね。

定家は、日前宮に参るため熊野古道から少し逸
そ

れていましたが、奈
な

久
く

智
ち

王
お う

子
じ

あたりから古道に合流し、
松代王子付近（海南市大野中）で、子供を抱いた目の不自由な女性に出会っています。この事は京都に
帰った後で、「有盲女懐子」と小さな字で書き加えており、よほど印象に残ったものと思われます。

熊野三山は、浄不浄、貴賤、男女を問わず、身体の不自由な人もこぞって受け入れてくれたとも云わ
れています。夕刻に藤白に着き、後鳥羽上皇は藤

ふ じ

代
し ろ

王
お う

子
じ

（藤白王子）の宿所に入られたが、定家は三町
ほど離れた寒々とした仮屋で泊まりました。

早朝から馬や歩きで35㎞も進み、日前宮や満願寺に憤慨し、多忙な一日でぐっすりと寝込んだことで
しょう。

前日の疲れか、定家は朝寝坊をして、あわてて藤代王子に行くと既に御経供養が始まっており、都か
ら随行してきた白拍子の舞を見るため村人が群がっていたので、近づくことは出来ず、その足で険しい
藤白坂をよじ登り塔下王子に着きました。

頂上の御所の芝からの展望はすばらしく、目の前に和歌浦、雑賀崎、友ヶ島、後方に淡路島、四国の
島影が浮かび上がっており、絵にも描き切れないような美景に感動したようである。

日記から想像すると、定家は非常に人間味溢れた、おもしろい歌人のようです。次回をお楽しみに。

「遠路を凌
し の

いで道に出て、ナクチ王子に参る。・・・・・・次に松
ま つ

坂
ざ か

王
お う

子
じ

に参る。
次に松

ま つ

代
し ろ

王
お う

子
じ

に参る（子を抱く目の不自由な女性がいた）。次に菩
ぼ

薩
だ い

房
ぼ う

王
お う

子
じ

に参る〔これより
歩く〕。次に祓

はらえ

戸
ど

王
お う

子
じ

に参る。次に藤代宿に入る〔御所まで行かない。三町ほど離れた小宅であ
る〕。疲労で身を横たえる」

「これより道に向う。はなはだ遠い。満
ま ん

願
が ん

寺
じ

を過ぎる間に、僧らが忽
たちま

ちに喚
よ

び入れる。毎度、日
前宮の御

ご

幣
へ い

使
し

はこの寺に参るとのこと。無理矢理に参入させられた。役人が御誦
ず

経
きょう

物をそろえる
と、僧らは「品が乏しい」という。すこぶるおもしろくない。僧が仕方なく礼

ら い

盤
ば ん

（高座）に昇る間
に予は退出する」

「九日　天気晴れ」
「朝の出立がすこぶる遅れたため、すでに王子（藤代王子）の御前にて御経供養などを行なって

いるとのこと。営みに参ろうとしたが、白拍子の間、雑
ぞ う

人
に ん

（身分の低い者）が多く立っていて、そ
こへ行けない。

無理に参ることはできずに素早くそこを出て、藤白坂をよじ登る。道は険しくほとんど恐ろしい
ほど。また遠くに海を望む眺めは興が無いことはない。塔

と う

下
げ

王子に参る」
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県にいて夏の終わりを感じるのは、正庁玄関を入

り、右側にそびえる大木に生息するツクツクボウシの

大合唱であり、それが私の夏の終わりのバロメーター

であったが、今年は残念なことに一回も聞けなかった

ことに一抹の寂しさを感じています。

セミの鳴き声については、自宅周辺や通勤途上も含

め、夏全体に今年のセミの鳴き声は大きくなかったよ

うに感じています。

私は、県庁退職後、不動産の評価を主にして固定資

産税法及び相続税法の研究を行ってきましたが、固定

資産税法については研究の成果が認められ、大阪大学

より法学博士号が授与されており、所用の補正等一部、

今後も研究を継続しなければならない課題が残ってい

ますが、一定の区切りがついたと考えております。

相続税法については、いまだ研究の途上にあります

が、ここ数か年の間に、県庁時代及び大学時代の数人

の友人を亡くしました。そこでは、相続ということが

生じますが、相続に関し、気になった点について若干

述べておきます。

相続税法の相続財産の計算方法については、市場性

にやや欠け、評価が難しい骨董品、貴金属及び書画等

の財産が存在しない限り、自分でも計算でき、私も知

人から計算方法を問われた時には助言をしております

が、一定の相続財産があれば、被相続人の死亡後、原

則 10 か月以内に管轄税務署に申告する必要がありま

す。故人（被相続人）の遺言書の作成が適法になされ

ていない限り、民法の法定相続分で相続し、故人（被

相続人）が葬儀方法や財産の配分方法等亡くなった後

の処理方法について、どのようなお考えを有していた

かは、明確にはわからないことになります。

今回の民法改正で、義父のお世話をしてきたお嫁さ

ん等の寄与分については、民法 1050 条の特別寄与

料の制度が創設され、本来の相続権はないが、実際に

故人（被相続人）のお世話を行ってきた方々等に対し、

一定の救済制度はできましたが、法律に定められた正

式の遺言書がない限り、法定相続になります。親と同

居し、親のお世話をしてきた子供さんと、遠方に住ん

で親のお世話をあまりしてこなかった子供さんの相続

財産の配分権利は同じです。一見すると不平等かとも

考えられますが、我が国の現行民法は、子供間におけ

る相続財産配分については、平等主義を採用していま

す。自分の子供さんの間は仲が良いとか、自分には大

した財産が無いとか、また、縁起が悪い等の理由で遺

言書を作成する人が少ないのが実情かと思いますが、

親（被相続人）の死亡後、財産の多寡にかかわらず、

相続人間で揉めることが結構多いです。

私も数件、親族間の相続に関しての相談を受けまし

たが、感情がからみあい、最終的には相続財産の配分

が成立しても、後味が悪いというのが率直な感想です。

私自身は、数か年前、自筆証書遺言書を作成し、和

歌山地方法務局橋本支局に預託し保管してもらってい

ますが、相続財産に関する将来の揉めごとを事前に防

止するためにも遺言書の作成をお勧めします。

なお、公証人を利用しての遺言書作成は高額にな

りますが、法務局保管の自筆証書遺言書の作成費用は

3,900 円と低額です。

今、健康でも、将来いつどんな事態になるかわかり

ません。是非、ご健康なうちに遺言書の作成をお考え

下さい。

残された方々が仲良く暮らしていくためにも、是非

一度遺言書の作成をご検討したら如何ですか。

会員さんの声会員さんの声
遺言書作成の勧め

和歌山地方税回収機構　顧問　奥　村　恵　一
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猛暑も過ぎ、心地よい気候となりました。小生は、
世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の解説や案内を
する「紀州語り部」を七十五歳まで担当していました。
その時気付いたのは、当該世界遺産に関する解説書は
いくつか出版されていますが、歴史や信仰を中心に解
説されており、堅ぐるしい感じがしました。また、中
にはコース案内のみと言う、ラフな解説書も見られま
す。

それで、若い方々にも熊野の霊峰に関心を持って頂
けるきっかけにならないかと思い、熊野古道を舞台に
したサスペンスを試作してみました。ストーリーの中
で、熊野の神秘性及び古くから皇族はじめ庶民の多く
の方々が参詣された目的とか効能を挿入して、それを
契機に熊野三山を訪ねて頂き、熊野の文化や歴史にふ
れあうとともに、自然を満喫して頂けないかと創作し
た次第です。

制作にあたり、解説書の多くに見られる古来から
用いられていた蔑視用語や差別用語に注意するととも
に、サスペンスに用いた内容が流通業界の方々に迷惑

がかからないように配慮しました。
果たして目的が果たせたかどうか心許ないのです

が、事務局へ贈呈しますので、機会があればご笑覧頂
ければ幸甚です。

なお、書籍は「紀伊國屋書店」系列の書店で販売さ
れており、また各書店から取り寄せることもできるそ
うです。

「怨念を、霊場・熊野に捨てて」を
出版するにあたって

西牟婁支部　那　須　正　治

（11）
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て
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な
と
思
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外
れ
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持
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無
事
故
を
祈
り
ま
す

新商品!

オプション

※詳しくは、同封のリーフレットをご覧下さい！

川

柳
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言
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ん

世
界
平
和
に
日
本
貢
献
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和
六
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詠
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題
「
和
」

「
生
き
た
い
」
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昨
日
願
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た
」「
人
の
今
日
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無
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「
今
日
」
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た
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（
関
西
花
の
寺
第
一
番
観
音
寺
）

先
生
の
「
退
職
金
」
で
守
ら
れ
き天

神
崎
の
開
発
の
波

○年金所得者の申告手続不要制度
公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下

で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額
が20万円以下である場合には、所得税及び復興特
別所得税の確定申告をする必要はありません。

（注）１　この場合であっても、所得税及び復興特
別所得税の還付を受けるためには、確定申告
書を提出する必要があります。

　　　２　公的年金等に係る雑所得以外の所得があり、
その所得金額が20万円以下で所得税及び復興
特別所得税の確定申告が必要ない場合であって
も、住民税の申告が必要な場合があります。

○税務相談はこちらへ
確定申告に関する疑問はチャッ

トボット（ＡＩ（人工知能）を活
用したシステムによる自動応答）
の税務職員ふたばにご相談くださ
い。24時間いつでもご利用いただ
けます。また、電話によるご相談
は、国税相談専用ダイヤル0570−00−5901（音
声案内に沿って税目を選択）をご利用ください。

○申告は、自宅からスマホやパソコンで！
　　ご自宅でスマホやパソコンから

国税庁ホームページの「確定申告
書等作成コーナー」にアクセスす
れば画面の案内に従って金額など
を入力するだけで申告書が作成・
送信できます。

○令和５年分確定申告の受付と納税
所得税及び復興特別所得税は、令和６年２月16

日（金）から３月15日（金）です。
※　還付申告は２月15日(木)以前でも提出できま

す。贈与税は、令和６年２月１日（木）から３
月15日（金）です。

和歌山県職員退職者会では、毎年、和歌山税務署の
ご協力を頂き”ｅーTAX（国税電子申告・納税システム）
および申告書記載要領等の説明会を開催しています。

本年も、下記により開催しますので是非ご出席下さい。
なお、参加希望の方は、資料等の準備もございます

ので、予め事務局へご連絡下さい。
①日　時　令和６年１月25日（木）
　　　　　　午後１時30分から
②場　所　和歌山県書道資料館２階会議室
　　　　　　和歌山市西汀丁61
　　　　　　TEL073−433−7272
③講　師　和歌山税務署職員
④持ち物

・　マイナンバーカード（取得者のみ）
　　※利用には取得時に設定した暗証番号が必要
・　ご自身のスマートフォン又はカード情報を読み

取れるタブレット、パソコン等
・　令和５年分の源泉徴収票（給与・年金・退職）
・　社会保険料（国保、国民年金、介護保険料等）

の年間合計額
・　生命保険、地震保険各種保険料証明書

ふたばへのご相談は
こちら！

申告書の作成は
こちらから！

俳

句

確定申告・“e-TAX”説明会の確定申告・“e-TAX”説明会の
開催について開催について （退職者会主催）

確 定 申 告 を 忘 れ ず に !確 定 申 告 を 忘 れ ず に !

税務署からのおしらせ
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氏　　　名 生年月日 支　部

畑　中　キヨエ T13.9.1 那　賀

次の方がめでたく 99 歳の白寿をお迎えになりました。	
益々お元気でお過ごしなされますようお祈り申し上げます。

次の方々が、ご逝去されました。謹んでご冥福をお祈
り申しあげます。（敬称省略）  （R5.7.28 ～ R5.11.30）

会員のご逝去

氏　　　名 逝去年月日 年齢 支　部
鈴 木 　 豊 R5.7.24 87 和歌山
西 川 良 一 R5.5.13 72 〃
坂 口 信 吉 R5.7.30 92 〃
南 方 　 大 R4.10.18 71 〃
上　山　イサ子 R5.8.3 82 〃
土 岐 寿 昭 R5.7.14 95 〃
鈴 木 尊 彦 R5.7.31 75 〃
守 吉 通 浩 R5.9.2 76 〃
花 畑 守 彦 R5.5.17 82 〃
上 村 利 彦 R5.8.10 76 〃
神 谷 雅 巳 R5.9.15 86 〃
永 井 好 子 R5.6.23 95 〃
中 村 信 一 R5.10.7 91 〃
鈴 木 　 忍 R5.6.20 87 〃
奥 山 昇 二 R5.9.26 89 〃
三 好 　 毅 R5.10.20 92 〃
岡 本 善 夫 R5.10.11 93 〃
田　伏　弘　樹 R5.2 61 〃
谷　本　久美子 R5.11.13 87 〃
味　村　　　健 R5.10.25 94 〃
町 谷 　 進 R5.8.3 88 県　外
請 川 皓 雄 R5.8.13 89 〃
湊　　　孝太郎 R5.10.3 82 〃
小　川　順　一 R5.11.19 92 海　草
坂 上 安 司 R5.8.22 73 那　賀
松 岡 襄 介 R5.10.11 88 〃
吉　本　　　均 R5.11.12 69 〃
山 本 昌 孝 R5.9.4 79 伊　都
寺 尾 春 未 R5.11.6 91 〃
上　田　登四郎 R5.10.27 80 〃
愛 須 輝 和 R5.9.7 88 有　田
上野山　　　馨 R5.10.8 98 〃
新　田　きよみ R5.9.23 88 〃
河 合 基 彦 R5.8.2 88 日　高
田　淵　キヨ子 R5.6.7 92 〃
松 本 信 義 R5.10.28 90 〃
山 中 敏 和 R5.10.31 79 西牟婁
森 中 定 雄 R5.10.17 94 東牟婁
中 川 一 男 R5.9.30 93 〃

下記の会社と割引提携しました。

○株式会社ユニクエスト
会員様向け「小さなお葬式」優待サービス
　割引価格での葬儀の利用
　第三親等のご家族まで利用が可能

○株式会社長谷工コーポレーション
新築分譲マンションご購入の際に、分譲価格

（消費税等込）の１％を減額
会員及び配偶者、１親等以内の親族が対象とな
ります。
※ご購入の際に、会員証の提示及び会員本人と

の関係を示す書類が必要となります。

白寿

★

★

文
　
　芸
　
　欄

み
な
さ
ん
の
広
場

で
す
。
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

短　
　

歌

白寿おめでとうございます！

【割引契約協定施設等について】
個人情報保護のため、
掲載していません。

個人情報保護のため、
掲載していません。
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確定申告や年末調整の際に添付すれば控除の対象と
なる保険料の控除証明書が 10 月中旬から末頃に契約
者のお手元に届いています。

でも年末調整は 12 月頃、確定申告は翌年の２月～
３月のため、申告の時期になって「証明書がない・・。
どうしよう・・。」という方がいらっしゃいます。

原則として、控除証明書の再発行はできませんので、
保管にはご注意下さい。

退職者会年会費の納入を、事務局から届くゆうちょ
銀行の振込用紙でお振込いただいている方で、（窓口・
ATM どちらでも）現金でお振込いただく場合、令和
４年１月 17 日（月）より「一律　110 円」の振込手
数料が加算されています。
（口座をお持ちの方で、通帳またはキャッシュカード

でお支払いされる場合は加算料金はかかりません。）
加算料金は、払込人様にご負担いただくことになり

ます。
登録手続きを行い、口座からの自動引落にされまし

たら手数料の負担はございませんので、この機会に口
座振替に変更しませんか？

３月末日までにお手続きができましたら令和６年度
会費から口座振替に変更することができますので、ご
希望の方は事務局までご連絡下さい。

和歌山退職者連合で毎年開催している「囲碁・将棋
大会」を令和６年２月 16 日（金）に開催します。

大会は、囲碁・将棋ともにＡクラス＝２段以上、Ｂ
クラス＝初段以下にわかれて対局します。

参加者は、和歌山退職者連合に加盟している会員さ
んで、民間企業で働いていた方々も参加します。

囲碁・将棋を趣味にされている方は、是非ともご参
加下さい。

昨年１１月に雨天のため延期となりました和歌山退
職者連合「グランドゴルフ大会」を令和６年３月７日

（金）に開催します。
初めての方でも気軽に楽しめる競技ですので、是非

ともご参加下さい。

開催日時：令和６年２月 16 日（金）
　　　　　10 時から（９時 30 分受付開始）
開催場所：和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ）
　　　　　和歌山市北出島１丁目５－ 47

会報へのご投稿お待ちしています！
身近な出来事やボランティア活動などお気軽にご投

稿下さい。
会報に関するご意見、ご感想もお待ちしています。
投稿文は、原稿用紙２枚程度、詩歌等

は３句以内でお願いします。
写真等もお気軽にお送り下さい。

★次号（４月号）の原稿は、
２月22日（木）までに
ご投稿をお願いします。

＜退職者会での取扱商品＞
 ・こくみん共済 coop（全労済）
　　住まいる共済　自然災害共済（地震保険料控除）
 ・アメリカンファミリー生命
　　がん保険、医療保険（生命保険料控除）

令和５年８月１日現在　会員名簿＜追録＞

６頁　令和５年度新入会員
（誤）和歌山支部　亀井　匡宏
　　　　　　　　↓ 

（正）和歌山支部　亀位　匡宏

11 頁　会員名簿の変更
（誤）海草支部　仲田　みゆき
　　　　　　　　↓

（正）海草支部　仲岡　みゆき

開催日時：令和６年３月７日（木）
　　　　　10 時から（９時 30 分受付開始）
開催場所：和歌山東公園野球場（和歌山市民球場）

「グランドゴルフ大会」を開催「グランドゴルフ大会」を開催

事務局からのお知らせとお願い事務局からのお知らせとお願い

～紛失にご注意下さい～
確定申告・年末調整に必要な

控除証明書の保管に努めましょう！！

＜年会費をお振込で
納入いただいている方へ＞

訂正してお詫び申しあげます

参加者を募集！
「第 25 回囲碁・「第 25 回囲碁・

将棋大会」を開催  将棋大会」を開催  

編 集 デ ス ク よ り
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